
この本の特色と使い方

　この本は、日本語能力試験合格を目指す人のために作られました。皆さんが
すでに知っているように、日本語能力試験の出題基準では、約１万の語

ごい

彙と約
２千の漢字を含んだ問題が出題されることになっています。また、文法につい
ても、リストでいろいろと示されています。

　皆さん、これらをすべて覚える自信がありますか。覚えることが多すぎてと
ても不可能のように思われます。でも、心配はいりません。「合格必勝法」と
もいえる、良い方法があるのです。少し説明をしましょう。

　いくら語
ごい

彙や漢字を知っていても、問題文の日本語が読めなければ何にもな
りません。なぜ、読めないのか。多くの場合、文法の知識が不足しているから
です。だからといって、出題基準の文法リストをむやみやたらに暗記しようと
しても、数が多くて、これも挫

ざせつ

折、という結果になりかねません。

　そこで良い方法があるのです。文法を征服する早道は、「機能語」を中心に
いくつかのパターンを覚えることです。そのパターンも、たったの 340 語でよ
いのです。１万の語彙や２千の漢字、また、いくら説明されても良く分からな
い文法を覚えることは無理でも、340 語とそのパターンを覚えることは、そん
なに難しいことではありません。

　次のページからは、340 語が接続別に整理して並べられています。日本語能
力試験の出題基準で難度の高い語には＊をつけました。出題基準ではこれら
のかなりの部分が出題される、となっていますが、実際の出題をみると、ほぼ
100％がこの中から出題されています。
　また、各見出し語にはチェック欄を３つ用意しました。知らなかったもの、
また、使い方のはっきり分からないものに×を、絶対大丈夫だと思うものに○
を、少し不安だなと思うものに△を入れましょう。全部が終わって、もう一度
やる時は×と△のついたものだけを覚えればいいのです。全部が○になるまで
頑張ってください。幸運を祈ります。

編著者
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�　合格虎の巻

ざるをえない	 □□□
　行かざるをえない／せざるをえない

ずにはいられない	 □□□
　笑わずにはいられない

ずにはおかない＊	 □□□
　復讐せずにはおかない／謝らせずに

　はおかない

ずにはすまない＊	 □□□
　お礼を言わずにはすまない

せる／させる／せられる	 □□□
　飲ませる／食べさせられる

ないことには	 □□□
　一度会ってみないことには

ないことは（も）ない	 □□□
　絶対に合格できないこともない

ないではいられない	 □□□
　私も行かないではいられない

ないではおかない＊	 □□□
　やめさせないではおかない

ないではすまない＊	 □□□
　全額支払わないではすまないだろう

ないまでも＊	 □□□
　全部やらないまでも／許さないまでも

ないものでもない＊	 □□□
　まったく契約しないものでもない

んがため／んがための＊	 □□□
　飲まんがため／生きんがための方策

んばかりだ／んばかりに／んばかりの＊	

	 □□□
　今にも怒り出さんばかりだ／投げんばか

　りに／皿まで食べんばかりの勢いで

得る	 □□□
　あり得る／なし得た／あり得ない

かけだ／かけの／かける	 □□□
　この本は読みかけだ／吸いかけのタ

　バコ／帰りかける

がたい	 □□□
　話しがたい真実／信じがたい結果

がちだ／がちの	 □□□
　最近太りがちだ／疲れがち

がてら＊	 □□□
　学校へ行きがてら／家に帰りがてら

かねる	 □□□
　お答えしかねます／勘弁しかねる

かねない	 □□□
　彼女なら全部食べかねない

気味	 □□□
　太り気味／やせ気味／さぼり気味

きり	 □□□
　読みきり／思いきり／締めきり

きる／きれる／きれない	 □□□
　言いきる／信じきれるか／やりきれ

　ない

げ	 □□□
　何か意味ありげだ

さえすれば	 □□□	
　行きさえすれば／試験を受けさえす

れば

たい	 □□□	
　海へ行きたい／話したくなくなる

次第	 □□□
　食べ終わり次第／これができ次第

っこない	 □□□
　勝てっこない／かないっこない

動詞①にプラスして使われるもの
      【例】    笑う 蜚 笑わ（ない）
　　　　  覚える 蜚  覚え（ない）
　　　　  浴びる 蜚 浴び（ない）

動詞②にプラスして使われるもの

　　【例】話す 蜚 話し（ます）
　　　　  食べる 蜚 食べ（ます）
　　　　  起きる 蜚 起き（ます）
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3

ば／れば	 □□□
　早く起きればいいことがある

ばこそ＊	 □□□
　君を信じればこそ／生きていればこそ

ばそれまでだ＊	 □□□
　死んでしまえばそれまでだ

ば〜ほど	 □□□
　食べれば食べるほど／話せば話すほど

〜つ〜つ＊	 □□□
　浮きつ沈みつ／持ちつ持たれつ

つつ／つつも	 □□□
　無事を祈りつつ／いいと言いつつも

つつある	 □□□
　発展しつつある／増えつつある

っぱなし＊	 □□□
　置きっぱなし／敷きっぱなし

どおり／どおりに	 □□□
　話しどおりなら

ながら／ながらも	 □□□
　知っていながら／聞きながらも

ぬく	 □□□
　最後まで走りぬく／考えぬいたあげく

ようがない／ようもない	 □□□
　話しようがない／混んでいて行きよ

　うがない／食べようもない

とばかりに＊	 □□□
　天まで届けとばかりに

うと〜まいと／うが〜まいが＊	□□□	
　君が愛してくれようとくれまいと／

　合格できようができまいが

うではないか	 □□□
　みんなで話し合ってみようではないか

うにも〜ない＊	 □□□
　起きようにも起きられない／遊ぼう

　にも暇がない

動詞③にプラスして使われるもの

      【例】    遊ぶ　  蜚　遊べ（ば）
　　　　  建てる  蜚    建て（れば）
　　　　  信じる  蜚     信じ（れば）

動詞④にプラスして使われるもの

      【例】    飲む　  蜚　飲め
　　　　  教える  蜚    教えろ
　　　　  する　  蜚     しろ

動詞⑤にプラスして使われるもの

      【例】    行く　  蜚　行こ（う）
　　　　  欠ける  蜚    欠け（よう）
　　　　  いる　  蜚     い（よう）

日能試豆合格知識漓

４択のマークシートテストの上手な受け方

　一度に大量の採点を必要とするために、日
本語能力試験だけでなく、一般のテストもそ
の多くは４択のマークシート方式になってい
ます。
　４択とは、答えがあらかじめ４つ用意され
ていて、その中から一番いいものを選ぶとい
うものです。答えが４つで正解は一つですか
ら当たる確率は �5％です。しかし、だからと
いって、100 点満点で �5 点は確実にとれると
いうものではありません。
　コツがあります。問題を作る先生にとって
も、正しくない答えを三つ用意するのは大変
難しいことなのです。したがって、よく見
ると明らかな間違いと思えるものが一つや二
つはすぐ見つかります。もし、このような二
つを見つけたとすれば、残りは二つ。そのど
ちらかが正しいということになります。この
段階で当たる確率は 50％になります。
　とくに、この方法は時間のない聴解テスト
には有効です。正解を一つ見つけようとしな
いで、まず明らかな間違いを探し、その後で
正解を見つけるようにしてください。
　また、せっかく正しい答えを見つけても
正しくマークされないと、もちろん正解には
なりません。マークシートの注意書きのよう
に正しくマークすることです。また、受験番
号と名前も忘れずに書きましょう。
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4　合格虎の巻

動詞⑧にプラスして使われるもの

      【例】行く、来る、する、聞く、
　　　　  食べる、信じる

たあげく／たあげくに	 □□□
　飲んだあげく／考え抜いたあげくに

た上は	 □□□
　合格した上は／子供ができた上は

たが最後＊	 □□□
　一度やったが最後／口に出したが最後

たきりだ	 □□□
　一度使ったきりだ／行ったきり帰らない

たことか	 □□□
　それみたことか／知ったことか

た末／た末に	 □□□
　苦しんだ末／話し合った末に

た次第だ	 □□□
　至った次第です／こうなった次第

動詞⑦にプラスして使われるもの

      【例】飲む 蜚 飲んだ
　　　　  教える 蜚 教えた
　　　　  する 蜚 した

動詞⑥にプラスして使われるもの

      【例】帰る　  蜚　帰って
　　　　  開ける  蜚    開けて
　　　　  する　  蜚    して

たとえ〜ても	 □□□
　たとえ金があっても／たとえ死んでも

て以来	 □□□
　一度帰って以来／卒業して以来

てからでないと／てからでなければ

	 □□□
　初級を勉強してからでないと／結婚し

　てからでなければ

てからというもの＊	 □□□
　悪い人に会ってからというもの／就職

　してからというもの

てやまない＊	 □□□
　祈念してやまない

たところ	 □□□
　お尋ねしたところ／問い合わせたところ

たところで＊	 □□□
　話したところでどうにもならない

たとたん／たとたんに	 □□□
　ドアが開いたとたん／家を出たとたんに

たものだ	 □□□
　よく立たされたものだ

一方／一方で	 □□□
　あの子に声をかける一方で

一方だ	 □□□
　失業者は増える一方だ／留学生は減る

　一方だ

おそれがある	 □□□
　病状が悪化するおそれがある

かたわら＊	 □□□
　大学に在籍するかたわら

きらいがある＊	 □□□
　必要以上に慎重になるきらいがある

ことだ	 □□□
　一度は我慢して食べてみることだ

ことなく	 □□□
　別れを告げることなく旅立った

ことなしに＊	 □□□
　嘘をつくことなしに／許すことなしに

ことはない	 □□□
　行くことはない／一切話すことはない

しかない	 □□□
　勉強するしかない／しゃべるしかない

しまつだ＊	 □□□
　ついには泣き出すしまつだ／最後には

　ケンカするしまつだ
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5

日能試豆合格知識滷 一般のテストの上手な受験方法

　3 ページのこの欄で述べたように、日本語能
力試験は 4 択のマークシート方式ですので、漢
字やカタカナを書けなくても問題はありませ
ん。しかし、大学などの入学試験では実際に漢
字やカタカナを書かなければなりませんので、
漢字やカタカナを正確に書けるようにしなけれ
ばなりません。
　１）中国の簡体字や台湾の繁体字など、同じ
漢字でも少しずつ形が違います。日本語のテ
ストでは、正しい日本語の漢字でなければなら
ないことは当然のことです。常用漢字表などに
従って、現代日本語の漢字の正しい書き方を覚
えましょう。
　２）カタカナが正確に書けない人がいます。
日本語はカタカナ語が多い言葉ですから、カタ

カナを正確に書けなければなりません。その
時に、気をつけることが二つあります。一つ
は、濁点、半濁点、長音など（ダ、パ、ーなど）
に気をつけるということ。
　二つめは、カタカナ語はもともとは外国の言
葉でしたから、それにつられた音で書かないと
いうことです。日本語で使われるカタカナ語
を正しく覚えましょう。「サラリーマン」を「サ
ラリーメン」と書く人が多いそうです。

だに＊	 □□□
　考えるだに恐ろしい

たび／たびに	 □□□
　ドアが開くたび／酒を飲むたびに

とともに	 □□□
　経済が発展するとともに

ともなく／ともなしに＊	 □□□
　触れるともなく／見るともなしに

なり＊	 □□□
　彼はそう言うなり出て行った

なり〜なり＊	 □□□
　煮るなり焼くなり好きにしろ

にあたって／にあたり	 □□□
　外国へ行くにあたって／合宿を始めるに

　あたり／初めて公開するにあたり

に至る＊	 □□□
　応援するに至る／条件をのむに至る過程

に（は）あたらない＊	 □□□
　悲しむにはあたらない

にしたがって／にしたがい	 □□□
　寒くなるにしたがって

にたえる／にたえない＊	 □□□
　読むにたえる／見るにたえない

に足る＊	 □□□
　会うに足る人物／満足するに足る結果

につけ／につけては（も）	 □□□
　思い出すにつけ／見るにつけても

につれて／につれ	 □□□
　疲れるにつれて／北方へ向かうにつれ

のみならず	 □□□
　愛があるのみならず

べからず／べからざる＊	 □□□
　駐車するべからず／すべからざること

べき／べきだ／べきではない	 □□□
　すべき／話すべきだ／行くべきではない

べく＊	 □□□
　両親の期待に沿うべく

ほか（は）ない／よりほかない／より

ほかはない／ほかしかたがない

	 □□□
　直接会って話すほかない／聞くよりほ

　かない／帰国するほかしかたがない
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�　合格虎の巻

動詞⑨にプラスして使われるもの

      【例】聞く、話す、食べる、浴びる、
　　　　  読んだ、かけた、起きた、
　　　　  行った

あまり	 □□□
　考えすぎるあまり／いれこんだあまり

以上／以上は	 □□□
　日本にいる以上／話した以上は

うえ／うえに	 □□□
　酒を飲むうえ、煙草も吸う

上で／上の／上では／上でも	 □□□
　本を読む上で／品物を見た上で買う

　／話し合った上のこと

上は	 □□□
　失敗に失敗を重ねた上は

うちに／ないうちに	 □□□
　日本にいるうちに／降らないうちに

おかげで／おかげだ	 □□□
　教えてくれたおかげで／来るおかげで

かぎり／かぎりは／かぎりでは／

ないかぎり	 □□□
　聞いているかぎり／話したかぎりで

　は／お金でも降ってこないかぎり

かと思うと／と思ったら	 □□□
　このまま上がるかと思うと／さっき

　までここにいたと思ったら

か〜ないかのうちに	 □□□
　ベルが鳴るか鳴らないかのうちに

かのようだ	 □□□
　盆暮れ正月が一緒に来たかのようだ

が早いか＊	 □□□
　怒鳴るが早いか／食べ終わるが早いか

からといって	 □□□
　貧しい人がいるからといって

からには／からは	 □□□
　入ったからには／外国へ行くからは

まい／まいか	 □□□
　二度とするまい／言おうか言うまいか

まじき＊	 □□□
　人間にあるまじき行為

までだ	 □□□
　帰らないなら警察を呼ぶまでだ

までもない／までもなく＊	 □□□
　聞くまでもない／話し会うまでもなく

ものか	 □□□
　絶対につかまるものか

ものがある	 □□□
　この作品には考えさせられるものがある

ものなら	 □□□
　やり直せるものなら／着られるものなら

や否や＊	 □□□
　災害が発生するや否や／言うや否や

やら〜やら	 □□□
　泣くやらわめくやら

わけがない／わけはない	 □□□
　飲むわけがない／通じないわけはない

わけだ／わけではない／わけでもない		

	 □□□
　必ずしもできるわけではない

わけにはいかない／わけにもいかない		

	 □□□
　何も手を打たないわけにはいかない
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かわりに	 □□□
　私が行くかわりに／酒を飲むかわりに

くせに／くせして	 □□□
　結婚するくせに／ 30 になったくせして

くらいだ／ぐらいだ	 □□□
　一週間に一度顔を出すぐらいだ

ことから	 □□□
　若い人が大勢くることから

ごとき／ごとく＊	 □□□
　笑うごとき話ではない／推測したごとく

ことだから	 □□□
　早く帰りたい人もいることだから

こととて＊	 □□□
　卒業したこととて／知らぬこととて

ことに／ことには	 □□□
　驚くことに／びっくりしたことには

ことに ( と ) なっている	 □□□
　今日から出張することになっている

際／際に／際は	 □□□
　結婚退職する際／階段から落ちた際に

最中に／最中だ	 □□□
　会議の最中に／いま検討している最中だ

せいだ／せいで／せいか	 □□□
　飲んだせいで／間食をするせいか

そばから＊	 □□□
　覚えたそばから／話すそばから

だけ／だけあって／だけに	 □□□
　５年もいただけあって／頑張ってい

　るだけに／見ているだけです

ついでに	 □□□
　本を買うついでに／行ったついでに

っけ	 □□□
　他に何か要るっけ／休みだったっけ

とあって／とあれば＊	 □□□
　行くとあって／君がするとあれば

ということだ	 □□□
　税金の分、値段が上がるということだ

というと／といえば／といったら

	 □□□
　安く買えるというと遠くでも出かけ

　る／走るといえば私もマラソンをす

　る／行くといったら行くよ

というものでは ( も ) ない	 □□□
　行きたければ行けるというものでもない

というより	 □□□
　食べるというより／勉強したというより

といっても	 □□□
　話したといっても／あるといっても

と思いきや＊	 □□□
　ちゃんと行ったと思いきや

とおり／とおりに	 □□□
　おっしゃるとおりです／言ったたと

　おりにしろ

とか	 □□□
　結婚するとか／出版されるとか

どころか	 □□□
　泳ぐどころか／楽しんだどころか

ところを＊	 □□□
　おぼれているところを／帰ったところを

どころではない（なく）	 □□□
　質問に答えているどころではない

ところに／ところへ／ところを	□□□
　行こうとしたところに／会ったところを

として／としては／としても□□□　

　住んでいたとしては／しゃべるとしても

　／仮に結婚していたとしても

としたら／とすれば	 □□□
　結婚するとしたら／着ていたとすれば

としたところで／にしたところで／

としたって／にしたって＊	 □□□
　攻撃するとしたところで／受けるに

　したって／飲んだとしたって

とは＊	 □□□
　あれほど飲むとは／母まで来たとは
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�　合格虎の巻

とはいえ＊	 □□□
　大学を卒業したとはいえ

にきまっている	 □□□
　どうせ落ちるにきまっている

にしても	 □□□
　行くにしても／わかったにしても

にしては	 □□□
　ダイエットしているにしては

にしろ／にせよ／にもせよ	 □□□
　行くにしろ／大学を卒業したにせよ

にすぎない	 □□□
　少し話せるにすぎない

に相違ない	 □□□
　行くに相違ない／彼が飲んだに相違ない

に違いない	 □□□
　彼が話したに違いない／来るに違いない

ばかりか／ばかりでなく	 □□□
　行ったばかりか／話すばかりでなく

ばかりに	 □□□
　彼女と知り合ったばかりに

反面／半面	 □□□
　喜んだ反面／自由時間が減る半面

ほど	 □□□
　そんなところに行くほどバカじゃない

ほどだ／ほどの	 □□□
　足が棒になるほどだ／死ぬほどの苦労

までだ／までのことだ＊	 □□□
　会社をやめるまでのことだ

もの（もん）	 □□□
　わかっているもの／もう食べたもん

ものを＊	 □□□
　知っていれば教えてあげたものを

ものだ／ものではない	 □□□
　泳いだものだ／泥棒をするものではない

ものだから	 □□□
　彼女が言うものだから／来たものだから

ものの	 □□□
　挑戦するものの／行ったものの

ように	 □□□
　流れるように／さっき言ったように

わりに／わりには	 □□□
　外国にいたわりに／よく行くわりには

URL:www.aikgroup.co.jp/aik/db/index.htm

『資格』＋『技術』＝『∞』『資格』＋『技術』＝『∞』

インターネットがあればインターネットがあれば
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あっての＊	 □□□
　家族あっての自分／国民あっての国

いかんで／いかんでは／いかんに

よっては／いかんによらず＊	 □□□
　成績いかんで／君の態度いかんでは

　／合否のいかんによらず

かたがた＊	 □□□
　お礼かたがた／ごあいさつかたがた

がてら＊	 □□□
　散歩がてら／買物がてら

から〜にかけて	 □□□
　６月から７月にかけて／夜中から明

　け方にかけて

からある／からする＊	 □□□
　100 キロからある体格／ 1 台 1000 万

　円からする車

からいえば／からいって	 □□□
　結論からいえば／現状からいって無理

からして	 □□□
　先生からして／言葉づかいからして

からすると／からすれば	 □□□
　会社の姿勢からすると／外見からすれば

から見ると	 □□□
　こちらから見ると

極まる／極まりない＊	 □□□
　失礼極まる発言／不愉快極まりない

こそ	 □□□
　あなたこそ／することこそ

ごとき＊	 □□□
　彼ごとき青二才に

さえ／でさえ	 □□□
　恋人さえいない／先生でさえできない

さえあれば／さえいれば	 □□□
　お金さえあれば／子供さえいれば

名詞にプラスして使われるもの形容詞にプラスして使われるもの

うちに	 □□□
　若いうちに／日が高いうちに

かぎりだ＊	 □□□	
　寂しいかぎりだ／うれしいかぎりだ

げ	 □□□
　楽しげだ／うれしげに／寂しげな顔

ければ〜ほど	 □□□
　安ければ安いほど

ことに／ことには	 □□□
　残念なことには／いいことに

せいだ／せいで／せいか	 □□□
　おいしいせいで／よほどうれしいせいか

てしようがない	 □□□
　ほしくてしようがない

てたまらない	 □□□
　痛くてたまらない／眠くてたまらない

てならない／でならない	 □□□
　悔しくてならない／残念でならない

といったらない／といったらありはし

ない／といったらありゃしない＊

	 □□□
　変だといったらない／気難しいとい

　ったらありゃしない

ながらも	 □□□
　幼いながらも／自信がないながらも

ところを＊	 □□□
　お忙しいところを／危ないところを

どころではない	 □□□
　おもしろいどころではない

ものがある	 □□□
　どこか悲しいものがある

わりに／わりには	 □□□
　若いわりに／値段が安いわりには
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10　合格虎の巻

しかない	 □□□
　ビールしかない／漫画しかない

次第だ／次第で／次第では	 □□□
　状況次第だ／君の態度次第で／話の

　進み方次第では

上／上は／上も	 □□□
　規則上／体面上／外見上は／法律上も

ずくめ＊	 □□□
　黒ずくめの服／喜ばしいことずくめだ

すら／ですら＊	 □□□
　走ることすら／英語の雑誌ですら

ただ〜のみ／ただ〜のみならず＊	□□□
　ただ英語のみが／ただ県民のみならず

だに＊	 □□□
　夢にだに／予想だにしない

だらけ	 □□□	
　誤字だらけの文章／泥だらけの服

たりとも＊	 □□□
　一人たりとも落ちこぼれさせない／

　一分たりともおろそかにできない

たる＊	 □□□
　学生たる者／確固たる信念

っぽい	 □□□
　女っぽい／色っぽい

であれ／〜であれ〜であれ＊	 □□□
　外国人であれ／若者であれ老人であ

　れ／日本人であれ外国人であれ

でなくてなんだろう＊	 □□□
　これが差別でなくてなんだろう

ではあるまいし＊	 □□□
　君ではあるまいし／子供じゃあるまいし

と相まって＊	 □□□
　国力の充実と相まって／成績と相まって

とあって／とあれば＊	 □□□
　さすが王者とあって／最北端とあれば

〜といい〜といい＊	 □□□
　先生といい学校といい／顔といい性

　格といい／英語といい小論文といい

というと／といえば／といったら	

	 □□□
　株といえば／心細さといったら

というところだ／といったところだ＊

	 □□□
　給料は 15 万円から �0 万円というところだ

　／面会は月に１、２回といったところだ

というより	 □□□
　話し上手というより／「飲む」という

　より「浴びる」

といっても	 □□□
　別荘といっても／受験勉強といっても

というものだ	 □□□
　これでは焼け石に水というものだ

といえども＊	 □□□
　年寄りといえども／安全だといえども

どおり／どおりに	 □□□
　言葉どおり／目標どおりに

ときたら＊	 □□□
　彼女ときたら／最近の政治家ときたら

どころか	 □□□
　結婚どころか恋人もできない

としたところで／にしたところで／

としたって／にしたって＊	 □□□
　母としたところで／社長にしたところ

　で／私としたって／政府にしたって

とともに	 □□□
　子供の成長とともに／変化とともに

ともなると／ともなれば＊	 □□□
　九月ともなると／大臣ともなれば

ながらに＊	 □□□
　猿は猿ながらに考えた

ながらも＊	 □□□
　男ながらも料理がうまい／夫婦ながらも

なくして／なくしては＊	 □□□
　夢なくして何の人生だ／辞書なくしては
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なしに／なしには＊	 □□□
　志なしに生きるな／確認カードなしには

など／なんか／なんて	 □□□
　カードなど／進学なんて／うちなんか

ならでは／ならではの＊	 □□□
　外国人ならでは／彼ならではの快挙

なりに＊	 □□□
　それなりに美人／自分なりに自信がある

にあって＊	 □□□
　世紀末にあって／緊急時にあって

に至る／に至るまで／に至って／	に

至っては／に至っても＊	 □□□
　小田原をへて熱海に至る／北関東に至る

　まで／こと政治家に至っては

において／においては／における	□□□
　経済において／計算においては彼の右に

　でる者はいない／文学界における長老

に応じて／に応じても	 □□□
　年齢に応じて／商談に応じても

にもかかわらず／にはかかわりなく

	 □□□
　雪にもかかわらず／立場にはかかわりなく

にかかわる＊	 □□□
　人間の尊厳にかかわるようなこと

に限って／に限り／に限らず	 □□□
　彼に限って／先着 10 人に限り／情報

　通信に限らず

にかけては／にかけても	 □□□
　英語にかけては／プライドにかけても

にかたくない＊	 □□□
　想像にかたくない

にかわって／にかわり	 □□□
　退場した監督にかわって／父にかわり

に関して／に関する	 □□□
　数学に関しては／入試に関する情報

に比べて／に比べ	 □□□
　人口に比べて／ 10 周年の時に比べ

に加えて／に加え	 □□□
　それに加えて／入学者の増加に加え

にこたえ／にこたえる	 □□□
　期待にこたえ／学生の希望にこたえる

に際して／に際し／に際しての	□□□
　海外旅行に際しての注意／結婚に際し

に先立ち／に先立つ	 □□□
　旅立ちに先立ち／親に先立つ不幸

にして＊	 □□□
　父にして／コンピュータにしてこの程度

にしては	 □□□
　男にしては／子供にしては

にしたところで＊	 □□□
　経営者にしたところで

にしたら／にすれば／にしても	□□□
　母にしたら／兄にすれば／社長にしても

に従い／に従って	 □□□
　規則に従い／契約条項に従って

に即して／に即した＊	 □□□
　状況に即して／事態に即した対応

に沿って／に沿う／に沿った	 □□□
　川に沿って／幹線に沿う地域／現状に

　沿った計画

に対して／に対し／に対する	 □□□
　年下に対して／外国人に対する政策

にたえる／にたえない＊	 □□□
　鑑賞にたえる絵／読むにたえない本

について／につき／についても	□□□
　二人の将来について／手術中につき

につれて	 □□□
　上昇につれて／低年齢化につれて

にとって／にとっての	 □□□
　夫婦にとって／日本人にとっての故郷

に伴って／に伴い／に伴う	 □□□
　核家族化に伴って／学力低下に伴い

に反して／に反する／に反した	□□□
　意志に反して／学力低下に伴い
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にひきかえ＊	 □□□
　努力家の弟にひきかえ兄と言ったら

にもまして＊	 □□□
　勉強にもまして大切なのは友達だ

にほかならない	 □□□
　タバコは毒にほかならない

に基づいて／に基づく	 □□□
　契約に基づいて／データに基づく戦略

によって／によれば／により／による

／によると	 □□□
　結果によって／今回の台風による被害

　／事実により／調査によると

にわたって／にわたり	 □□□
　全業種にわたり／各世代にわたって

ぬきで／ぬきに／ぬきの	 □□□
　先生ぬきで／彼ぬきに／砂糖ぬきの

のあまり	 □□□
　心配のあまり／悲しみのあまり

の至り＊	 □□□
　若げの至り／光栄の至り

のおかげで	 □□□
　先生のおかげで／恵みの雨のおかげで

の極み＊	 □□□
　至福の極み／感激の極み

のくせに	 □□□
　大人のくせに／加害者のくせに

のことだから	 □□□
　朝寝坊のあの人のことだから

の末／の末に	 □□□
　相談の末／長考の末に

のせい／のせいで／のせいか	 □□□
　病気のせい／大雨のせいで／年のせいか

のもとで／のもとに	 □□□
　学則のもとで／家族の支援のもとに

はおろか＊	 □□□
　食事はおろかトイレに行く暇もない／　

　ノートはおろか本も持ってこない

はともかく／はともかくとして	□□□
　事実はともかく／結果はともかくとして

はもちろん／はもとより	 □□□
　学生はもちろん先生までも／昼間はも

　とより夜も

ひとり〜だけでなく／ひとり〜のみ

ならず＊	 □□□
　ひとり日本だけでなくアジア全体で

　／ひとり本人のみならず全体の問題だ

向きだ／向きに／向きの	 □□□
　若者向き／家族向きの自動車

向けだ／向けに／向けの	 □□□
　官僚向け／一般向け／個人向け

まみれ＊	 □□□
　血まみれ／汗まみれの顔だ

めく＊	 □□□
　最近めっきり春めいてきた

も〜ば〜も〜／も〜なら〜も	 □□□
　英語も話せば中国語も／監督も監督

　なら選手も選手だ

もかまわず	 □□□
　世間の目もかまわず

もさることながら＊	 □□□
　彼の失点もさることながら／周囲の期待

　もさることながら

やら〜やら	 □□□
　犬やら猫やら／自信やらプライドやら

ゆえ／ゆえに／ゆえの＊	 □□□
　豊かさゆえに／初恋ゆえのぎこちなさ

を〜として／を〜とする	 □□□
　例文を手本として／営利を目的とする

をおいて＊	 □□□
　あなたをおいて適任者はいない

を限りに＊	 □□□
　本日零時を限りに／この契約を限りに

を皮切りに＊	 □□□
　一つの成功を皮切りに
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をきっかけに／をきっかけとして	□□□
　一つの出会いをきっかけに

を禁じ得ない＊	 □□□
　怒りを禁じ得ない

を契機に／を契機として	 □□□
　倒産を契機に／結婚を契機として

をこめて	 □□□
　心をこめて作る／願いをこめて

を中心に／を中心として	 □□□
　海岸を中心に／議長国を中心として

を通じて／を通して	 □□□
　新聞の尋ね人欄を通じて／秘書を通して

を問わず／は問わず	 □□□
　四季を問わず／年令、性別は問わず

を（は）ぬきにして	 □□□
　彼をぬきにしては／仕事はぬきにして

をはじめ／をはじめとする	 □□□
　校長をはじめ／民主党をはじめとする

をめぐって／をめぐる	 □□□
　首相の発言をめぐって／環境をめぐる

をもって＊	 □□□
　明日をもって休業／身をもって体験する

をもとに／をもとにして	 □□□
　事実をもとにして映画が作られた

をものともせずに＊	 □□□
　５点の大差をものともせずに

を余儀なくされる／を余儀なくさ

せる＊	 □□□
　退陣を余儀なくされる／進学先の変

　更を余儀なくさせる
をよそに＊	 □□□
　母の心配をよそに／病状の悪化をよそに
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（ら）れる	 □□□	　
　書かれる／読まれる／乗られる

おいでください	 □□□	　
　拙宅へもおいでください

（さ）せてください	 □□□	　
　帰らせてください／拝見させてください

お／ご〜ください	 □□□　
　お入りください／ご判断ください

あがる	 □□□	　
　朝食をあがる（食べる）／ビールをあ

　がる（飲む）

でいらっしゃる	 □□□	　
　（お）きれいでいらっしゃる

くていらっしゃる	 □□□	　
　（お）忙しくていらっしゃる

ておいでになる	 □□□
　研究の成果を執筆しておいでになる

おこしになる	 □□□
　いつおこしになったのですか

お／ご〜です	 □□□
　部長がお話し中です／貴社はどんな媒体　

をご利用ですか

おっしゃる	 □□□
　社長が昨日おっしゃったこと

お／ご〜なさる	 □□□
　お話しなさる／ご確認なさる

き［貴］＊	 □□□
　貴社／貴校／貴兄

こう［高］＊	 □□□
　御高説／御高配／御高評

そん［尊］＊	 □□□
　御尊父／御尊家／御尊顔

めす＊	 □□□
　きれいなお着物をお召しになる（着る）／

　お風邪を召す（ひく）／お年を召す（とる）　

／お気に召す（入る）

尊敬語

ください／くださる	 □□□
　この写真を私にくださいませんか／

　記念品をくださるそうだ

てください	 □□□
　貸してください／指導してください

いらっしゃる	 □□□
　会議へいらっしゃいますか（行く）／

　外国からいらっしゃったのですか（来る）

　　／会社にいらっしゃる（いる）

ていらっしゃる	 □□□
　素晴しい本を出版していらっしゃる

　／運動をしていらっしゃる

おいでになる	 □□□
　パーティーへおいでになりますか（行く）

　／本社からおいでになりました（来る）

お／ご〜になる	 □□□
　お話しになる／ご出勤になる

お／ご〜になれる	 □□□
　いつでもお乗りになれる／この日であれ

　ばお泊まりになれます（可能表現）

ごぞんじ	 □□□
　あなたがごぞんじのように／回避措

　置があることをごぞんじですか

ごらんください	 □□□
　右手をごらんください

ごらんになる	 □□□
　テレビなどをごらんになりますか

なさる	 □□□
　先生はいろいろな仕事をなさっている

なさる（動詞に続いて使われる）	 □□□
　ご講読なさいますか／お書きなさる

みえる	 □□□
　何時にみえますか／訪ねてみえる

めしあがる	 □□□
　パンをめしあがる（食べる）／地元で作

　ったワインをめしあがる（飲む）
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拝見する	 □□□
　拝見したところ／立派な書斎を拝見する

拝借する	 □□□
　お金を拝借する／拝借していた本

まいる	 □□□
　うちの山田がまいりましたら社に電話

　するようお伝え願えませんでしょうか

もうす	 □□□
　専門教育出版と申します（言う）

もうしあげる	 □□□
　ご用命賜りますようお願い申し上げます

あがる	 □□□
　先日お宅へあがった際に（行く）

お／ご〜いただく	 □□□
　お呼びいただく／ご理解いただきたい

お／ご〜ねがう	 □□□
　お話し願いたい／ご考慮願えませんか

承る	 □□□
　ご用命を承る（受ける）／ご意見を承る　

　（聞く）

お／ご〜できる	 □□□
　お勧めできない／ご協力できる

おめにかかる	 □□□
　お目にかかれて光栄です（会う）

おめにかける	 □□□
　明日にはお目にかけられようかと思い

　ます／これよりお目にかけますものは

ごらんにいれる	 □□□
　新製品をごらんにいれる（見せる）

ぞんじる、ぞんずる	 □□□
　お伺いできると存じます（思う）／以

　前から存じております（知る）

ぞんじあげる	 □□□
　貴社ご活躍の由かねてより存じ上げてお

　ります（知る）

謙譲語

いたす	 □□□
　私がいたしますのでお休みになって

　いてください

いたす（動詞に続いて使われる）	 □□□
　当社で販売いたします／頂戴いたします

お／ご〜いたす	 □□□
　お話しいたします／ご招待いたします

いただく	 □□□
　先生からいただいた本を読ませてい

　ただきました（もらう）／食事は何で

　もいただきます（飲食する）

ていただく	 □□□
　飲ませていただく／占っていただく

させていただく	 □□□
　その仕事は私に引き受けさせていた

　だけないでしょうか

うかがう	 □□□
　講演をうかがう（聞く）／おうかがい

　したいことがあるのですが（尋ねる）／

　明日お宅におうかがいしてもよろし

　いでしょうか（訪ねる・訪れる）

お／ご〜する	 □□□
　お聞きする／ご説明する

おる	 □□□
　午前中は会社におります

ておる	 □□□
　当社で承っております

さしあげる	 □□□
　先日さしあげた拙著をお読みいただ

　きましたか

てさしあげる	 □□□
　写真をとってさしあげる／本を貸し

　てあげる
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1�　合格虎の巻

ちょうだいする	 □□□
　社長からちょうだいしたご恩（もらう）

はい［拝］	 □□□
　拝聴、拝読、拝顔、拝受

てまいる	 □□□
　契約をとってまいりました／暑くな

　ってまいりました

お／ご〜申し上げる	 □□□
　お願い申し上げる／ご辞退申し上げます

ぐ［愚］＊	 □□□
　愚妻、愚息、愚見を申しますと、愚考

　いたします

しょう［小］＊	 □□□
　小社／小店／小著／小文

せつ［拙］＊	 □□□
　拙著／拙稿／拙作／拙宅

へい［弊］＊	 □□□
　弊社／弊店／弊校／弊紙

ございます	 □□□
　こちらのお席でございます／ご用意

　してございます

ございます（形容詞に続いて使われる）

　	　		 □□□
　うれしゅうございます／楽しゅうご

　ざいます／（お）暑うございます／長

　うございます

丁寧語
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